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イチゴ自苗の生産力維持に関する研究

第1報　生産力低下の実態

川村　邦夫。和泉昭四郎

（宮城県負託）

1．ま　え　が　き

近年各地でイチゴの生産力低下が問題とされている

が，宮城県においてもイチゴ栽培上の難点となってい

る。宮城県におけるイチゴ栽培面積は約500haで，そ

のほとんどが亘理郡の砂土地帯で栽培されているが，

現地ではかなり以前から自首（現地での採り返し首）

の草乳　生産力の低下がみられ，毎年ほとんど全面積

の苗を埼玉，栃木などの県から購入して更新を行なっ

ている。しかし，苗の更新には多大の労力と経費を要

し栽培面積拡大のさまたげとなっているところから，

その原因の究明と対策が急がれている。

本試験は19dd年から来歴の明らかなイチゴ苗を

第1蓑　　試験区別と笛の来歴

供試し，現地2カ所の露地栽培において草勢と収量を

検討したものであるが，その結果，白市の草野は開花

期前後から急速に衰え．生産力も著しく低下する現

象を認めたので報告する。

2．試．験　方　法

現地2カ所において来歴の明らかなダナ一種を供試

し，生育ならびに収量を調査した。亘理郡山元町は太

平洋岸の砂土地帯で宮城県におけるイチゴの主要産地

である。刈田郡蔵王町は，将来イチゴ苗の県内自給を

想定した場合の苗場の一つとして考えられるところで，

圃場は標高約550mの遠刈田に設けた。

試験場所

（土 性 ）
試験年次 試　 験　 区　 別 苗　 の　 来　 歴

耕　　 種　　 条　 件

株数 区制 挿苗 定植
隼

刈田郡

1 9 d d

1．埼玉 初 年 19砧 埼 玉 県鴻巣か ら

株

5 0 2

月 日

8．12

月 日

9．29

月 日

4 2
蔵 王 町 2．埼玉 2 年 目 19 85 導 入，前 年山元町 で栽培

（火山灰土）
5．盛 岡 19占5 園試 盛 岡支場か ら負託 に

7．4

亘 理郡

山元町

（ 砂 土 ）

1 9 8 8

1．埼玉 初 年 19 88 埼 玉 県鴻 巣か ら

50 2 8．12 9．29
5．24

8．20
2．埼玉 2 年 日 19 85 導 入，前 年 山元町 で栽培

5．盛 岡 19 85 園試 盛 岡支場 か ら免鼓に

1 9 8 7

1．埼玉 初 年 19 87 埼 玉 県鴻 巣か ら

50 2 7．19 9．28
5．25

8．20

乙　埼玉 2 年 目 ・山元 前年 の栽培地 山元町

5．　　 ク　　 ・蔵王 ク　　 蔵王町

4．盛 岡 2 年 日 ・山元 〝　　 山元町

5．　　 ク　　 ・蔵王 ク　　 蔵 王町

注．品種：ダナー　　　　19砧年の盛岡は農試育苗，他は現地育苗

試験区の設定および耕種条件は第1表のとおりで，

栽植距離は全区吐帽75〔職，株間55とⅦとし，施肥量

はa当り成分缶で蔵王町はN，P，K各2．5Kg，山元

町はN2．OKP，P1．7晦，K2．OKクで実施した。
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調査は定植時と生育中に各区10株ずつ草高，草幅　1969年4月に行なった。

および菓数を，収畠は収穫期間中連日乗数と重丑を調

査した。また，生産力低下の一因としてウイルス病の

羅病が考えられるので，1987年山元町で栽培したも

のから株を選んで′ト菓接法によりウイルスの検定を

第2表　　産地別苗の生育（1988）

5．試　験　結　果

1．産地別苗の生育と収量（19　“）

蔵王町，山元町での調査結果は第2，5表のとおり

蔵　　王　町

区　　別 定植時
5 月 1 占日

定植時
草　丈 乗 数粟　 数 菓　 数

山　　　元　　　町

5月51日

草　高 草　帽 菓数
生 育

不良株

枚 cm 枚 枚 m m
枚 帝

5．2 5 0．2 1 4．0 5．8 5 0．4 5 1．5 1 7．0 8．7

4．0 2 5．8 8．8 4．5 1 2．4 2 5．8 7．8 5 8．7

5．1 2 8．1 1 1．d

l

5．5 2 占．8 5 2．2 1 8．8 5，5

1．埼玉初　年

2．埼玉2年目

5．盛　　　岡

強
　
弱
　
強

である。第2蓑を見ると，蔵王町では定植時の乗数が

埼玉初年が最も多く，次いで埼玉2年，盛岡となり，

盛岡は農託で育苗したが小首であった。5月18日調

査では埼玉初年が草丈，菓数とも大で草勢が強く，盛

岡は埼玉初年に比べてやや劣る程度の草勢であったが，

埼玉2年目は埼玉初年に比し草丈で8．8m，葉数で5・2

第5表　　産地別首の収量（1948）

枚少なく草勢が弱かった。山元町においてもほぼ同様

の憤向を示し，5月51日の調査では埼玉初年と盛岡

との間に差はみられなかったが，埼玉2年目は軍勢の

低下が著しく，生育不良株が盛岡5．5感，埼玉初年8・7

かこ比べて埼玉2年目は5占．7感を示した。

収量は第5表のとおりで生育の経過とほぼ等しい條

（50株当り）

区　　　　　　　　 別 果 数 重 畳 平均 果重
収 丑 比

果 数　多 重 畳　 喀

蔵　 王

1． 埼 玉 初 年

コ タ グ

7 6 1 8、2 2 9 1 〔）．8 1 0 0 1 0 0

2． 埼 玉 2 年 目 5 4 9 5．1 4 8 9 ．4 7 2．2 d 2．7

5． 盛 岡 5 8 1 7．2 2 0 1 2．4 7 8．5 8 7．7

山　 元

1． 埼 玉 初 年 9 2 1 1 0．8 0 5 1 1．5 1 0 0 1 0 0

2． 埼 玉 2　年 目 4 9 1 4，8 8 5 9．5 5 5．5 4 4．0

5． 盛 岡 8 5 5 8，1 8 0 1 2．9 8 8．7 7 °．9

向となり，埼玉2年目は果数，重畳とも少なかった0

また，埼玉2年目は果実の肥大が悪く平均果重が小さ

く，埼玉初年の重量に比べて蔵王では57・摘，山元で

は5d肇の滅となった。盛岡は平均果重が大きく，果

数，重立とも埼玉2年目よりまきっているが，埼玉初

年に比し減収となった。これは小首定植も影響してい

るものと思われる。

2．産地別苗の生育と収丑（1987）

前年蔵王町，山元町で栽培した埼玉初年と盛岡の株

から発生した苗および1987年埼玉より導入した苗を

山元町で栽培調査した。

生育は第4表のとおりで，定植時の苗は埼玉初年が

薫数，茎径ともまさり，次いで盛岡2年目，埼玉2年

目の順となり，前年の栽培地間における差は見られな

かった。収穫初期のノ5月28日の調査では埼玉初年が草

勢，ランナーの発生ともにすぐれ，埼玉2年日，盛岡

2年目は革勢が低下した。掛こ前年山元町で戟増した

区は軍勢低下が著しく，ラソナーの発生も少なかった○
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第4表　　産地別苗の生育（1987）

区　　　 別

定 植 時 5 月 2 8 日

乗

数

茎

径

草

高

草

幅

菓

数

ラ

：／

ナ

1

数

1．埼 玉 初 年

枚 m m 8 m C 7乃 枚
本

5．8 1 2．4 2 5 ．7 59 ．5 1 5．5 5．5

2．埼 玉 2 年 百 ・山 元 4．1 10．9 1 4．2 2 5．5 9．2 0．9

5．　 〝　　 ・蔵 王 4．1 10．7 2 5．5 5 9．8 1 2．4 5．4

4．盛 岡 2 年 目 ・山 元 4．6 1 2．5 1 1．8 2 4．占 9．5 0．5

5．　 ク　　　 ■蔵 王 4．8 1 2．0 17．4 2 9．5 1 0．8 1．5

収量は第5表のとおりで，各区間の差は生育とほぼ

等しい便向を示した。すなわち，埼玉初年は果数．重

畳，平均果重ともに最高で，埼玉2年目は収監が低下
し，特に山元町で2年連続して栽培した埼玉2年目・

山元は埼玉初年に比べて果数で59．4帝に過ぎず，平均

果重も少ないことから重量では22．8多となった。埼玉

2年日・蔵王は埼玉初年に比し果数79．0帝，重邑71．5

密を記録し著しい減収は見られなかった。盛岡2年目

は前年の栽培地間には明らかな差はなく，山元町で2

年続けて栽培した区も埼玉2年目。山元ほど極端な減

収を示さなかった。

5．小薬接法によるウイルスの枚定

第d表　　小葉接による　ウイルスの検定

第5表　　産地別苗の収豆（1987）
（50株当り）

・区　　　 別 果 数 重 量
平 均

果 重

収 量 比

果 数 重 量

1．埼 玉 初 年

＝l ′ ′ 痴 喀‾

4 14 4 ．8 8 0 1 1．8 1 0 0 10 0

2 ．埼 玉 2 年 百 ・山 元 18 5 1．1 0 5 8 ．8 5 9 ．4 2 2．°

5．　 ク　　 ・蔵 王 5 27 5 ．4 8 8 10 ．5 7 9 ．0 7 1．5

4 ．盛 岡 2 年 目 ・山 元 3 5 8 2 ，°4 9 8 ．0 7 9 ．7 5 4 ．5

5 ．　 ク　　 ・蔵 王 2 7 5 乙 8 4 5 9 ．占 ふ5．d t 5 4 ■2

生産力低下の一因としてウイルス病の影響が考えら

れるので，19占7年山元町で栽培した中から埼玉初年

および埼玉2年日・山元，盛岡2年目・山元の草勢の

強い株と弱い株，さらに1967年盛岡支場からのウイ

ルス・フリー株を供試し，B．M．C．を指標植物とし

て小葉接によりウイルスの検定を行なった。

その結果は第占表のとおりで，ウイルス症状の発現

は収量と同便向を示し，埼玉2年目が最も鎮箸に現わ

れた。次いで盛岡2年目が強い症状を示し，埼玉初年

および盛岡フリー株は症状が明らかではなかった。埼

玉2年日ならびに盛岡2年日の草勢の強弱による症状

の差は見られなかった。

（単位：株）

区　　　 別
■接 木

株 数

接 木 成 功 株 症　　　　 状

1 カ所 2 カ所 5 カ所 計 0 1 2 5 4 5

埼 玉 初 年 5 2 1 － 5 2 1 － － － －
埼 玉 2 年 目 ・山 元 （強 ） 5 1 ・．・・－ 5 4 － ・．・．－ － － 1 5

ク　　　 （弱 ） 5 － 2 2 4 － － 1 － 1 2

盛 岡 2 年 日 ・山 元 （強 ） 4 1 2 －■－ 5 － 1 1 1 － －

ク　　　 （弱 ） 5 1 2 ー 5 － 1 ・－ 1 － 1

盛 岡 プ リ一 株 4 1 1 1 5 2 1 － － － －

年
」
の
0

9十
仇和
状
鞍
症 4㌔孟賢二皆・各棟5カ所小葉軌調査8月11日
盛岡フリー株は19°7年園試盛岡支場から段試に
指標植物　　且．M∴C．

4．む　　す■　　び

イチゴの生産力低下について検討したが，以上の結

果から導入初年の苗に比べて自首の草等および収量は

低下し，特に同一場所で連続して戟増した場合にはそ

の傾向が著しくなることが明らかになった。また，接

木によりウイルス病の検定を行なった結果，指標植物

に現われた症状と収量との間に相関があることも認め

られた。

さらにウイルス・フリー珠の生産力ならびに耕種法

について検討する。


